
証聖者マクシモスの愛についての四〇〇の断章

序言
エルピディオス神父よ「修道の生に
ついて」の論述に加えて「愛につい
て」の論述を四つの一〇〇ずつの
断章にまとめて送ります。すなわ
ち、私は聖なる師父たちの言葉を
渉猟し、そこから「愛」という主題に
ふさわしいものを選び出して、それ
らの多くを短い断章にまとめたもの
に過ぎないのです

第一の一〇〇の断章
(1) 愛（ἀγάπη）とは魂の善きあり
かた・秩序（διάθεσις）であって、
それによっては、いかなる存在者も
神の知（γνῶσιϚ τοῦ θεοῦ）に
優って尊ばれることがない。そし
て、地上的な何ものかへの執着を
もっている人は、右のような愛に
よって秩序づけられた姿に達するこ
とができないのである

(2) 情念からの解放・離脱（不受動心
ἀπάθεια）が愛を生み出し、神への希
望（ἐλπίς）がそうした情念からの解放
を生み出す。神への希望は忍耐と寛大
な心によって育まれる。忍耐はまったき
自制・克己の生み出すところであり、神
への畏れ（Φόβος）が自制を生む。ま
たそうした神への畏れは主への信・信
仰（πίστις）によって生み出されるの
である

(3)主を信じる人は罪を畏れる。罪
を畏れる人はもろもろの情念
（πάτθος）を制する。情念を制す
る人はさまざまの苦しみに耐える。
苦しみに耐える人は神への希望を
もつに至る。神への希望はすべて
の地上的な執着から人を離脱せし
める。そして、かく離脱せしめられ
た精神は神への愛をもつであろう

(4)神を愛する
人は神の知を、
神によって創ら
れたあらゆるも
のよりも価値あ
るものとみな
し、たえざる憧
れ・欲求によっ
て神の知を追い
求める

(5)もしあらゆる存在者が、神か
ら、また神のために創られたとすれ
ば、神は、神によって創られたいか
なるものにも優って、より善い。そ
れゆえ、より善きものを捨てて、より
悪しきものに執着してしまう人は、
自分が、神自身よりも神によって創
られたもののほうを価値あるものと
しているということを自ら露呈させ
ているのである

創られしものは神よりも劣っているという考え

(6)神への愛に確
固として精神
（νοῠς）を据えてい
る人は、見える者の
すべてを、そして自
分自身の身体をも、
何か自分にとって疎
遠なものであるか
のように蔑する

(7)もし魂(Φυχή)が身体
よりもより善きものであり、
世界を創った神が世界より
も比較を絶してより善いの
であれば、魂よりも身体を
尊び、神によって創られた
世界を神よりも尊ぶ人は、
偶像を拝する者
(εἰδωλολάτρς)となんら
異なるところがない

(8)精神を神への
愛と献身とから引き
離して、何か感覚
的なものに結びつ
けてしまうような人
は、魂よりも身体を
尊び、神によって生
じたものを創り手た
る神よりも尊んでい
るのである

(9)もし精神の生命が
知の照らし（ὁ 
φωτισμός τῆς 
γνώσεως）であり、神
への愛こそがそうした
知の照らしを生むので
あれば、まさに、神的な
愛よりも大いなるものは
何もないと言えよう（一
コリ）

(10)精神が神への愛に燃え立って
自己の外に出るとき、自己自身を
も他のいかなる存在者もまったく感
知しない。なぜなら、神的な無限の
光に照らされた人は、神によって生
ぜしめられたすべてのものに対して
なんら感ずるところがないからであ
る。それはちょうど、太陽が高く昇っ
たときには、目の感覚が星をなんら
感覚しえないのと同様である

(11)すべての徳は神的な
愛に向けて精神を促す。
が、とりわけ純粋な祈り（ἡ�
καθαρὰ�προσευχή）はす
べてに優って、そうした働き
をなす。というのは、純粋な
祈りによってこそ精神は神
へとはばたく翼を得て、あら
ゆる存在者の外に出るから
である

(12)精神が愛を通していわば神的な知に
よって奪い去られ、もろもろの存在者の外
に出て神的な無限性(ἀπιρία)を感得す
るとき、神的なイザヤによれば、精神はま
さに自己自身の卑小な姿を思い知り、かの
預言者の言葉を自らのものとして次のよう
に叫ぶのである。「おお、私はなんと憐れな
ことか。私は心貫かれ、汚れた唇の者。私
は汚れた唇の民の中にすんでいる。しか
も、私の目は万軍の王なる主を仰ぎみた」

(13)神を愛する人は、たといい
まだ浄められていない人々の情
念のゆえに悲嘆に暮れるような
ことがあっても、自己自身を愛
するかのようにすべての人を愛
さずにはおれない。それゆえ、
彼らが回心して正しい生を送る
ようになるのを見るなら、限りな
く、また言い尽くしえぬ喜びを
享受するのである

(14)情念に
囚われた魂
は不純で
あって、欲
望や憎しみ
の思いに満
たされてい
る

(15)なんらか過ちを犯
した他の人に対して、
憎しみのほんの痕跡な
りとも自分の心に抱く人
は、神への愛からまった
く離れてしまっている。
なぜなら、神への愛は、
およそ人間への憎しみ
とまったく相容れないか
らである

(16)「私を愛する人は」と、主
は語る、「私の掟（ἐντολή）を
守る。すなわち、互いに愛し合
うように、ということこそ私の掟
である」（ヨハ14:15)。それゆ
え、隣人を愛さない人は、その
掟を守らないのだが、その掟を
守らない人は主を愛することも
できない

(17)すべて
の人を等し
く愛しうる人
は幸福
(μακάριο
ς)である

(18)可滅
的で移ろい
ゆくようない
かなる事柄
にも執着し
ない人は幸
福である

(19)すべて
の存在者を
超えゆき、
たえず神的
な美
（ὡραιότη
ς）を喜ぶ精
神は、幸福
である

(20)欲望を満足さ
せようとして肉の思
いを抱き（ロマ
13:14）、移りゆく
事柄のゆえに隣人
に対して邪心を抱く
ような人は、創造主
の代わりに被造物を
拝しているのである
（ロマ1:25）

(21自分の身体
を快楽と病とか
ら解放されたあ
り方に保つ人
は、身体という
ものをより善き
ものに仕える共
働者
(σύνδουλος)
となすのである

(22)この世
的な欲望の
すべてから
逃れ出る人
は、地上的
苦しみのす
べてを超え
たところに
身を置く

(23)神を愛する人は、
また確かに隣人をも愛
するであろう。こうした
人は冨を蓄え込むこと
ができず、かえってそ
れを必要とする人おの
おのに分かち与え、神
の意志に適う仕方で神
の家の仕える人となる
のである

(24)神に倣って施しをする人
は、身体の必要に関しては、邪
悪な人と善き人、正しい人と不
正な人との区別を設けない。む
しろ彼は、人々の必要に応じ
て、すべての人に等しく分配す
るのである。もとより、善き志
向・択び（προαίρεσις）によっ
ては、邪悪な人よりも徳ある人
を尊いものとするとしても

(25)神は本性的に善であり、また
情念なき存在であって、すべての
人を自らの働きの果として等しく
（ἐξἴσου）愛する。ただ神は徳ある
人に対しては、その意志によって神
と一体となった者として栄光を与え
るのだが、邪悪な者に対しては、神
の善性（ἀγαθότης）によって憐れ
みを垂れ、この生において彼を教
育しつつ回心せしめるのである

(26)愛の姿は、単
に金銭を分ち与え
るという行いを通し
て、それと知られる
だけではなく、むし
ろ神の言葉を分ち
与え、身体的な献
身をなすということ
を通して、いっそう
よく知られる

(27)この世的なさ
まざまな事柄を純
粋に拒否し、作意な
き仕方で愛によって
隣人に仕える人は、
すみやかにすべて
の情念から自由に
せしめられ、神的な
愛と知とに分け与る
者とされるのである

(28)神的な愛を自らの内
に実現する人は、神的なエ
レミヤによれば、自らの神
なる主の背中を追い求めて
倦み疲れることがない。か
えって彼は、あらゆる苦悩、
非難、そして侮辱をも高貴
に耐え忍び、いかなる人を
も悪しざまに思うことがない
のである

(29)他の人から侮辱され
たり、なんらかのことで傷つ
けられたりしたとき、怒りの
思いに囚われぬようよく警
戒するがよい。それは、苦
しみによってあなたが愛か
ら切り離され、憎しみの領
域に身を置くことにならない
ためである

(30)あなたがなんらかの
侮辱や不名誉によってはな
はだしく傷つけられたとき、
それはかえってあなた自身
にとって大いに有益なこと
だと知るがよい。不名誉な
屈辱を受けることによって、
あなたから虚栄心が神の
摂理により追放されるから
である

(31)火の観念
が身体を暖める
ことがないよう
に、愛なき信は
魂の内に知の
照らしを実らせ
ることがない

(32)太陽の光が健
康な目を自らの方
に引きつけるよう
に、神の知（ἡ�
γνῶσις�τοῦ�
Θεοῦ）もまた、清い
精神を本性的に、
愛によって神自身
の方へと引き寄せる
のである

ちょうどそのように、意志によっては
善であり、情念から解放されている
人は、すべての人間を等しく愛す
る。その際、彼は徳ある人をその本
性と善き択び・意志のゆえに愛し、
他方、邪悪な人をその本性のゆえ
に、そして彼が思慮に乏しく、暗黒
を彷徨っているのを憐れに思い、同
苦・共感（συμπάθεια）のゆえに
愛するのである

(33)無知
から切り離
され，神的な
光に照らさ
れた精神
は、純粋で
清い

(34)情念
から自由に
なって、神
的な愛から
たえず喜び
を受ける魂
は、純粋で
清い

(35)咎むべ
き情念と
は、自然・本
性(Φύσις)
に反する魂
の運動のこ
とである

(36)情念からの解
放・離脱(ἀπάθεια
不受動心)とは、魂
の平和な状態のこ
とであって、そこに
あって魂は、悪へと
動かされがたいも
のとなっているので
ある

(37)愛の実りを熱心に獲得する人は、
たとい幾多の悪をこうむろうとも、愛か
ら遠ざかることがない。このことについ
ては、キリストのでしのステファノや彼
に倣う人々が証となろう（使
7:59-60）。すなわち、主ご自身も、主
を殺そうとする人々のために祈り、彼ら
がその業の重大さを知らないがゆえ
に、彼らの赦しを父なる神に請い求め
たのである

(38)愛には寛大さと憐れ
みの心とがともなうとすれ
ば、怒りや悪意をもってこと
をなす人は、明らかに愛か
ら遠ざけられることになる。
そして、愛から遠ざかる人
は、実は神から遠ざかるの
である「神は愛である」（1ヨ
ハ4:8）のだから

(39)「自分が主の宮である
と語ってはならない」と神的
なエレミヤは言う（エレ
7:4）。あなたはまた、「我々
の主イエス・キリストへの信
仰のみが、私を救うことが
できる」と言ってはならな
い。

なぜならそのことは、も
しあなたが善き業を通
してキリストへの愛を獲
得することがなければ、
けっして達成されえない
からである。つまり，単に
信じることだけなら、
「悪霊すら信じかつ震え
る」（ヤコ2:19）のであ
る

(40)愛の果・実り
（ἔργον�ἀγάπις）
とは、隣人に対して
秩序ある善き業を
なすこと、寛大、忍
耐、そしてあらゆる
事物を正しい判断・
ロゴスの下に使用
することにほかなら
ない

(41)神を愛する人は、何か
移ろいゆくことのために他
の人を苦しめたり、自ら苦し
んだりしない。彼はただ、救
いに関する唯一の苦しみを
苦しませ、自らもまたこうむ
るのである。それこそは、恵
まれた人パウロが苦しみ、
かつコリント人に与えたとこ
ろのものである

(42)神を愛する人は、この
地上にあって天使的な生を
送る。すなわち、そうした人
は断食し、夜を徹して祈り、
詩編を唱え、すべての人の
ために常に善きことを思う
のである

(43)もし人が何ごとか
を欲するならば、その人
はそれに到達しようと苦
心を重ねる。だが、あら
ゆる善きもの、」欲求す
べきものの中で、神的
なものこそは比較を絶
してより善く、より欲求
されるべきものである

したがって、まさ
に本性として善
であり欲求さる
べきものに到達
するために、わ
れわれはあたう
限りの努力を払
うべきである

(44)あなたの身体
を恥ずべき行為に
よって、またあなた
の魂を邪悪な思い
によって汚してはな
らない。かくして、神
の平安（εἰρήνη）が
あなたに訪れ、愛を
もたらすことになろ
う

(45)あなたの身体
を断食と徹夜の業
によって苦しめ、詩
編の朗唱と祈りとに
たゆまず専心する
がよい。そうすれば
節制の聖性があな
たに降り、それが愛
をもたらすのである

(46)神的な知（γνῶσις）
にふさわしい者とされ、愛を
通してかの知の照らしを得
た人は、虚栄（κενοδοξία）
の霊によって翻弄されるこ
とがない。が、他方、そうし
た神的な知にいまだにふさ
わしい者とされぬ人は、た
やすく悪霊に惑わされる

(しかし、その人が
もし、自分のすべて
の行為においてそ
れらすべてを神の
ためになしつつ神へ
とまなざしを据える
ならば、彼は神に助
けられて容易に神
へと逃れるであろう

ここにおいてグノーシスを持ち出したのは、
1.マクシモスにおいてグノーシスを単にギリシ
ア語の「知」の意味で使っている、
あるいは、
2.マクシモスにおいてはグノーシス主義を念頭
においた上の用語である、
のどちらであろうか？

(47)愛によって実現さ
れるものたる神的な知
にいまだ達しない人は、
神に即してなされた自
分の行為を誇る。しか
し、神的な知を得るの
にふさわしいとされた人
は、始祖アブラハムの
言葉を心底から発する

すなわち、神的な顕現
にまみえるにふさわしい
者とされたとき、アブラ
ハムは「私は土であり灰
であるにすぎない」（創
18:27）と語ったのであ
る

この考え方は何処から
来たものか？

(48)主を畏れる人は、常に謙遜
（ταπεινοφροσύνη）を友とし、謙遜から来る
促しによって神的な愛と感謝とへと導かれる。
なぜなら彼は、この世に倣ったかつての生の源
流、さまざまな種類の逸脱・罪、そして若き日
より自分を襲った誘惑の数々を想起し、さらに
は、いかに主がそれらすべてのことから自分を
救い出し、情念に囚われた生から神に即した
生へと自分を回心せしめたかということを思い
知るからである

かくして、彼は主へ
の畏れとともに愛を
受け取り、深い謙虚
でもって、われわれ
の生の守り手、導き
手たる神にたえず
感謝を捧げるので
ある

(49)欲望や怒りの
思いを許容すること
によって、あなたの
精神を汚してしまっ
てはならない。さも
なければ、純粋な
祈りから落下して、
結局は怠惰な霊の
犠牲になってしまう
であろう

(50邪悪な
汚れた想念
を友とする
ときはいつ
でも、精神
は神との親
しい交わり
（παρρησί
α）を失う

(51)情念に衝き動かされ
た無思慮な人は、怒りに囚
われて動揺しているとき、
愚かにも急いで兄弟たちに
背を向けて立ち去ろうとす
る。が、ほかのとき、欲望に
燃え立たせられると、今度
は心を変えて彼らと合おう
とする

しかし思慮深い人は、いず
れの場合にも反対の振る舞
いをなすのである。すなわ
ち、怒りのときには、そうし
た心の乱れの原因を除去
して、兄弟たちへの怒りか
ら自らを解放し、欲望が生
じたときには、あらゆる非理
性的な衝動や関わり方を自
制するのである

(52)誘惑のとき、あな
たの修道院を捨てるこ
となく、想念の波、とり
わけ苦しみと無力感と
の波に気高く耐えよ。
神の摂理により、そのよ
うに苦難を通して試練
を受けるならば、あなた
は神への確固たる希望
を抱くことになろう

しかし、あなた
が修道院を離
れるならば、節
操のない、臆病
な、そして不安
定な者とみなさ
れるであろう

(53)もしあなたが神に
適った愛から落下したく
なければ、あなたから
苦しみを受けたまま兄
弟を眠りに就かせては
ならず、またあなたも兄
弟から苦しみを受けた
まま眠りに就いてはなら
ない

むしろ、「行って
兄弟と和解し」
清い良心ととも
に、熱い祈りに
よって愛の「贈り
物を」キリストに
捧げるがよい
（マタ5:24）

(54)もし人が霊のすべ
ての賜物をもっていて
も、愛がなければ、神
的な使徒の言うごとく、
なんら益するところがな
い。それゆえ、愛を獲得
するために、われわれ
はあたう限りの熱意を
傾けるべきである

(55)もし、「愛というものが、隣人
に対していかなる悪をもなさないの
だとすれば」（ロマ13:10）、兄弟の
ことを妬み、その名声に苛立ち、彼
が賞賛を受けるのを嘲りでもって汚
したり、あるいはなんらかの悪意を
抱いたりする人は、まさに、自分自
身を愛の外に追いやり、永遠の審
判を受けるべき者としているのであ
る

(56)もし、「愛が法の完成
（πλήρωμα�νόμου）であ
るならば」（ロマ13:10）、兄
弟に対して恨みを抱いた
り、計略をめぐらせたり、
呪ったり、さらには彼の失敗
を喜んだりする人は、法に
背いているのであり、永遠
の罰を受けるにふさわしい
のである

(57)もし、「人が兄弟を中
傷し、彼を裁くならば、そし
てつまりは法を中傷し、法
を裁くならば」ーそして、キ
リストの法は愛であるー、お
よそ中傷する人はキリスト
の愛から落下し、自分が自
分の永遠の罰の原因となっ
ているのである

(58)隣人を安易に悪しざ
まに語ったり、そうした言葉
に耳を傾けることによって、
中傷する人の言葉に耳を貸
したり、あら捜しをする人の
耳にあなたの言葉を吹き込
んではならない。さもなけ
れば、あなたは神的な愛か
ら落下し、永遠の生命から
切り離されてしまうであろう

(59)あなたの父親
に対する悪口を赦し
てはならず、また彼
を侮るものを鼓舞し
てもならない。さも
なければ、主があな
たの行為に怒り、あ
なたを生ける者の
地から追放してしま
うであろう

(60)あなたの耳に他者を中傷
する言を吐く人を黙らせるがよ
い。さもなければ、あなたは彼
に対して二重の罪を犯すことに
なるであろう。すなわち、あなた
自身をこの破滅的な情念に馴
染ませ、さらにまた隣人につい
て悪しざまに言うことを彼にや
めさせないということになるから
である

(61)『私はあなたたちに言う」と主は語
る、「あなたたちの敵を愛し、あなたた
ちを憎む人々に善きことをなし、あなた
たちを侮辱する人々のために祈れ」（ル
カ6:27）。しかしなにゆえこうしたこと
を主は命じたのか。それは、主があな
たを憎しみ、苦悩、怒り、恨みから解放
し、すべての財産のうちで最大のもの
たるまったき愛にふさわしい者となるた
めである

すなわち、すべての人間を、神
に倣って（κατὰ μίμησιν 
Θεοῦ）等しく愛する人でなけれ
ば、まったき愛をもつことはでき
ない。実に神は、すべての人間
を等しく愛し、「彼らが救われ
て、真理の知（ἐπίγνωσις 
ἀληθείας）に至ることを望ん
でいる」（1テモ2:4）からである

(62)『私はあなたたちに言
う。悪に逆らってはならな
い。誰かがあなたの右の頬
を打つなら左の頬をも向け
よ。あなたを訴えて下着を
取ろうとする者には、上着を
も取らせよ。一ミリオン行く
よう強いるなら、彼とともに
二ミリオン行くがよい」（マタ
5:39）

なにゆえであろう
か。それは、主があ
なたを怒りや悲しみ
から守り、あなたの
忍耐を通して人を
訓育し、善なる父の
ごとく主があなたた
ち二人を愛の軛の
下へと導くためであ
る

(63)われわれは、われわれがかつて
経験した事柄についての、情念による
像を持ち運んでいる。そうした情念の
像を克服する人は、その像が生じる元
の事柄をも克服する。実にさまざまな
事柄の想念・記憶に対する闘いは、そ
の事柄に対する闘いよりもいっそう困難
なのである。というのも、心の中での罪
のほうが、具体的行為における罪よりも
たやすく犯されるからである

(64)情念には、身体的なも
のと精神的なものとがあ
る。身体的情念は身体から
衝動を受け取り、精神的情
念は外なる事物からの衝動
を受け取る。しかるに、愛と
節制は両者を取り除く。す
なわち、愛は精神的な情念
を、節制は身体的な情念を
取り除くのである

(65)情念のあるものは魂
の気概的部分（θυμικός）
に属し、他のものは欲望的
部分（ἐπιθυμητικός）に
属する。が、いずれも感覚
によって動かされるのであ
る。すなわち、魂が愛と節
制の外に出てしまうとき、情
念が惹き起こされるのであ
る

(66)魂の気概的部分に属
する情念は、欲望的部分の
情念よりも、これに抗してゆ
くのが困難である。それゆ
え、それに対するより善き
治療・救済策
（φάρμακον）として、愛の
掟が主より与えられたので
ある

(67)忘却や無知（）といった他の情念はすべ
て、魂の気概的部分、欲望的部分、そして知
性的部分のいずれかに関わる。しかし怠惰（）
だけは魂のすべての力を虜にして、ほとんどす
べての情念をいっしょに駆り立てる。従って怠
惰は、他のすべての情念に勝って、最も厄介
な代物なのである。そこで主は、それに抗する
治療を与えるべく、美しくも次のように言う、
「あなたたちの忍耐の内に、あなたたちの魂を
保持せよ」（ルカ21:19)と

(68)兄弟の誰かを、とりわけ理
由もなく打ってはならない。さも
なければ、彼は苦悩に耐えか
ねて修道院を離れてしまうであ
ろう。そのときあなたも、良心の
呵責を免れることがないであろ
う。そしてそれは、祈りのときに
あなたに苦しみをもたらし、神
的な親密さ（παρρμσία）から
精神を締め出してしまう

(69)誰か他の人についてあなたの
躓きとなるような疑いや、そうした
おのをもたらす人々を容認してはな
らない。なぜなら、意図的にせよ意
図的でないにせよ生じた事柄か
ら、なんらかの仕方で躓きを得る人
は、平和の道を知らないからであ
る。ここに平和とは、神の知を愛す
る人々を愛を通して神の知へと導く
ところのものである

(70)人についてのさまざま
な判断によっていまだに左
右されている人、つまり、あ
れこれの理由である人を愛
し、かつ他の人を憎んだり、
また同じ人を同一の動機か
ら、あるときは愛するが別の
ときは憎んだりする人は、
けっして完全な愛を有して
はいないのである

(71)完全な愛というも
のは、人間のさまざまに
異なった特徴に目をと
めるあまりに、人間の一
つの本性（φύσις）を分
裂させはしない。それは
かえって、人間の一つ
の本性を注視して、す
べての人間を等しく愛
するのである

すなわち、まったき愛は、真
摯な人々を友として、邪悪
な人々を敵としてそれぞれ
に愛し、彼らに善きことをな
し、寛大な心で彼らのなす
ことをすべて耐え忍ぶ。そ
の際、悪しきことをまったく
考えず、彼らのためにすべ
てを受容するのである

それは、もし時が与
えられて、可能なら
ば彼らも友とならん
がためである。だ
が、そうはならなく
とも、愛はその本来
の姿を変えることな
く、愛の実りを常
に、すべての人間に
対して証示してゆく

そのためにこそ、われわれ
の主なる神、イエス・キリス
トは、自らの愛をわれわれ
に示しつつ、人類のすべて
のために受難し、すべての
人々に復活（ἀνάστασις）
の希望を与えたのである。
もとより、おのおのの人は自
己自身を栄光か罰かにふさ
わしい者と定めるのである
が

(72)名誉や不名誉、富や
貧困、快楽や苦痛といった
ことを蔑せぬ人は、いまだ
完全な愛を獲得していな
い。つまり完全な愛とは、単
にこれらのことを蔑するだけ
ではなくて、この移ろいゆく
生それ自体と死をも越えゆ
くものなのである

(73)完全な愛を与えられるに至った人
の語るところに、よくよく耳を傾けるが
よい。すなわち「いったい誰が、キリスト
の愛からわれわれを引き離すことがで
きようか。艱難か、苦しみか、迫害か、
飢えか、裸か、危険か、剣か＜あなた
のために、われわれは日々死にさらされ
て、屠られるべき羊のごときものとされ
ている＞（詩44:23)と記されている通
りである

しかし、これらすべてのことにおいてわれわれ
は、われわれを愛する方によって輝かしい勝利
を収めている。すなわち、私は確信している。
死も生命も、天使も、支配する者も力ある者
も、現在のものも未来のものも、高いところにあ
るものも低いところにあるものも、他のいかなる
被造物も、われわれの主キリスト・イエスにある
神の愛からわれわれを引き離すことはできな
い」（ロマ8:35)。聖人とはまさに、神への愛に
ついてこのように語り、かつなす人々のことであ
る

(74)隣人への愛については、また次のよう
に語られているのを聞くがよい。「私はキリ
ストにあって真理を語り、偽りを言わない。
私の良心も聖霊において証ししているのだ
が、私には大きな悲しみがあり、私の心に
はたえざる痛みがある。私自身、私の兄弟
たち、つまり肉による同胞のためならば、キ
リストから引き離され、神から見捨てられた
者となってもよいと祈念している。彼らはイ
スラエルの民である」云々（ロマ9:1-4）

そしてモーセも
他の聖人も同
様に語っている
のである

民イスラエルに対するパウロの希望
がユダヤ人の福音拒否の態度によっ
て問題に付されている限り(ロマ
9:1-3)、彼が悲しみなしにキリスト
教的救済の確かさを喜ぶわけにはい
かないことを示している（新カト：
ローマの信徒への手紙解説）

(75)名誉や快楽を蔑しない
人、そしてそれらを増大させた
り、またそれらによって生み出さ
れるところの貪欲
（φιλαργυρία）を蔑しない人
は、怒りの機会を切り捨てるこ
とができない。そして怒りの機
会を切り捨てえない人は、完全
な愛に達することができないの
である

(76)謙遜（ταπείνωσις）と受苦
（κακοπάθια）とは、あらゆる罪
（ἁμαρτία）から人間を解放する。す
なわち、謙遜は魂の情念を、受苦は身
体の情念を切り捨てるのである。このこ
とは、幸福なるダビデが、その神への
祈りにおいて語っているところであっ
た。「私の卑しさと労苦を見そなわし給
え。そして、私のすべての罪を赦し給
え（詩25:18）

(77)掟を通してこ
そ、主はその掟を実
行する人々を情念
から浄められた者と
する。また、神的な
教えを通してこを、
主はわれわれに知
の照らしを恵み与え
るのである

(78)教えはす
べて、あるいは
神に、あるいは
見えるものと見
えざるものに、
あるいはそれら
における神の摂
理・予見
（πρόνοια）と
審判に関わる

(79)施しは魂の気概
的部分を癒し、断食は
欲望を弱める。祈りは
心ないし精神を浄め、
およそ存在者の観想へ
と精神を具えさせる。確
かに主は、魂のもろもろ
の力にふさわしい掟を
われわれに与えたので
ある

(80)「私に学ぶが
よい」と主は語る。
「私は心の柔和で
謙遜な者だからで
ある」云々（マタ
11:29）。柔和さは
魂を静けさのうちに
守り、謙遜は自惚れ
と虚栄とから精神を
解放するのである

(81)神への畏れ（）には二
種ある。一つは、罰への恐
れからわれわれの内に生じ
てくるものであるが、固有
の秩序によって、そうした神
への畏れから、自制と忍
耐、神への希望、情念から
の解放が生じ、最後のもの
からは神への愛が生じるの
である

また、第二の種類意の
畏れは、以下に語られ
るように、常に愛に結び
ついている。すなわち、
まず、第一の畏れに
は、次の文章がふさわ
しい。「主を畏れること
によって、すべての人は
悪から離れる」（箴言
15:27）

また、第二の畏れに
対しては次の言葉
がある。「主を畏れ
ることは聖なること
であって、代々に永
く存続する」（詩
19:10)。そして「主
を畏れる人には欠
けるところがない」

他の一つは、愛そ
のものと結びついて
いる畏れであって、
それは魂の内に常
に畏敬の念を生む。
愛の親密さによらな
ければ神を侮る結
果となってしまうで
あろうから

(82)完全な愛は、
魂から第一値の種
類の畏れを取り除
く。そうした愛を有
するとき、魂はもは
や罰を畏れることが
ないのである

(83)「さてそこで、あなた
の地上にある肢体を死に至
らしめよ。それはすなわち
姦淫（πορνεία）、不浄
（ἀκαθαρσία）、情念
（πάθος）、悪しき欲望
（ἐπιθυμία）、貪欲
（πλεονξία）といったもの
である」（コロ3:5）

ここに、地とは肉の思いを名づ
けたものであり、姦淫とは現実
の罪のことである。そして、不
浄とはそうした罪への同意を、
情念とは感覚的な像に満ちた
想念を指す。さらに欲望とは欲
望の想念を端的に許容するこ
とであり、貪欲とはそうした欲
望を生み出し、増大させるもの
のことなのである

神的な使徒
は、こうした
すべてのも
のを肉の思
いの肢体と
みなし、そ
れらが死に
絶えること
を命じたの
である

(84)第一に、記憶
（μνήμη）が精神に端的な
想念・思惟をもとらす。想念
がしばしとどまると、情念が
惹き起こされる。情念が除
去されなければ、それは精
神を同意へと促す。同意が
ひとだび生ずれば、そのと
き現実の罪が結果してくる
ことになる

それゆえ、最高の知恵
に恵まれたパウロは、異
邦人の改宗者に宛てた
手紙の中で、まず最初
に罪の行為をやめるよ
う命じ、次に順を追って
遡行し、罪の原因を除
去するように命じている
のである

すなわち、すでに述べ
たごとく、罪の原因とな
るのは貪欲であって、そ
れが情念を生み出し増
大させるのである。思う
にそこにおいて貪欲と
は、食への執着のこと
であって、それが姦淫
の母とも糧ともなる（コ
ロ3:5）

なぜなら、貪欲は単に
財だけに関わるもので
はなく、悪しき食のあり
方にも関わるからであ
る。それはちょうど、自
制（ἐγκράτεια）が食
に関してだけでなく、財
にも関わるのと同様で
ある

(85)脚を縛られた燕は、た
とえ飛び立とうとしても綱に
引っ張られて地に落ちてし
まう。それと同様に、情念か
らの解放・離脱
（ἀπάθεια）を達成してい
ない精神は、天的な知
（γνῶσις）に向かって飛び
立とうとしても、情念に引き
寄せられて知に落ちてしま
うのである

(86)精神は、自ら
がさまざまな情念・
欲望から完全に解
放されたとき存在者
の観想（θεωρία�
τῶν�ὄνετων）へと
真直ぐに向かい、聖
なる三位一体の知
へと進みゆくのであ
る

(87)清い状態にある精神が、
事物の知・観念を把握すると
き、精神は霊的な観想へと動
かされる。しかし、怠惰のため
に不純なものとなるとき、精神
は一方で他の事物の単なる観
念を創り上げ、他方では人間に
ついての恥ずべき考え、悪しき
考えに逆戻りしてしまうのであ
る

(88)祈りにあっ
て、この世のい
かなる観念も精
神を乱すことが
ないならば、あ
なたは情念から
の解放・離脱の
境地にあると知
るがよい

(89)魂がそれ
自身の健やかさ
を感じ始めると
き、魂は夢の中
の像
（φαντασία）を
も単純で静かな
ものとみなし始
める

(90)見えるも
のの美が感覚
的な目を引きつ
けるように、見
えざるものの知
は精神を自分
の方へと引きつ
ける

(91)次物から何もこうむら
ないのは大きなことである。
しかし事物の像・観念から
自由で不受動のままとどま
るのは、いっそう大きなこと
である。それゆえ、われわ
れに対する悪霊の闘いとし
ては、事物を媒介とするよ
りも思考を媒介とする闘い
のほうが、より厳しい

(92)徳をよく形成し、知におい
て豊かな者となった人は、さま
ざまな事物をその本性に適っ
た仕方で見る。彼は正しい理に
即してすべてのことをなしかつ
考察し、けっして惑わされること
がない。実際、われわれは事物
を正しく用いるか誤って用いる
かに従って、徳ある者とも邪悪
な者ともなるのである

(93)情念から最高
度に離脱しているこ
との特徴は、身体
が目覚めているとき
であれ眠っていると
きであり、心に常に
生じてくる事物の観
念が純粋であること
である

(94)もろもろの掟を実
行することによって、精
神は情念を脱ぎ捨てて
いく。また、見えるもの
を霊的に観想していくこ
とによって、精神はもろ
もろの事物についての
情念に満ちた思惟を脱
ぎすてる

そして見えざるものの
知によって、およそ見え
るものの観想をも脱ぎ
捨てるのだが、それは
聖なる三位一体の知（ἡ�
γνῶσις�τῇς�ἁγίας�
Τριάδος）によるので
ある

(95)太陽が昇って世界を照らすとき、
太陽はそれ自身と、太陽によって照ら
された事物とを露わに示す。同様に、
正義（δικαιοσύνη）の太陽（マラ
3:20)は、それが清い精神の上に昇る
とき、正義の太陽それ自身を証示する
とともに、それによって生み出されたも
の、生み出されるであろうすべてのもの
の意味・根拠（λόγος）を露わに示すの
である

(96)われわれは神を、
その実体（ούσία）から
してではなくて、神の大
いなる業・働き
（μεγαλουργία）とも
ろもろの存在者に対す
る摂理（πρόνοια）の
姿からして、かろうじて
知る

すなわち、あたかも鏡を
通して見るごとく、神の
もろもろの業と摂理を
通して、われわれは神
の無限の善性
（ἀγαθότηϛ）と知恵
（σοφία）と力
（δύαμιϛ）とを感得す
る（κατανοοῡμεν）の
である

(97)清い精神（ὁ�
καθαρὸϛ�νοῡϛ）という
ものは、人間的な事柄
の純粋な思惟の内に、
あるいは見えるもの、見
えざるものの自然・本
性的な観想の内に、そ
して聖なる三位一体の
光の内に見出される

(98)見えるものの
観想の域に達した
とき、精神は、そうし
た諸事物の本性的
な意味を、あるいは
それらによって指し
示されるものを、そ
して原因（αἰτία）そ
れ自身を探求する
のである

(99)また、見えざるも
のの観想の域に与った
とき、精神は、そうした
ものの本性的な意味、
それらのものの生成と
原因と結果とを、さらに
はそれらについての摂
理と審判（κρίσιϛ）とを
探求する

(100)神の内に誕生したとき、精
神は愛の欲求に燃え立たしめられ
て、まず神の実体・存在そのものに
ついてのもろもろの意味・根拠を探
求する。しかし神に固有なものをな
んら満足のいく仕方で見出さない。
なぜなら、そのことはあらゆる被造
的本性にとって不可能であり、等し
く拒否されているからである

しかし、神の属性に関
わることからは、探求の
励みを得るのである。
それはすなわち、神の
永続性、無限性、無限
定性、善性、知恵、そし
て存在者を創造し主宰
し裁く力といったものの
ことである

したがって、神にちて十全に把
握されうるのは、ただ「無限とい
うこと」（ἀπειρία）だけである。
すなわち、神について何も知り
えないということそれ自体が精
神・知性を超えて知ることなの
である。それは「神学者」たるグ
レゴリオスやディオニュシオス
が語っている通りである

第二の一〇〇の断章
(1) 真実に神を愛する人は、迷い
なくまったき仕方で祈りを捧げる
また迷いなくまったき仕方で祈る人
は真実に神を愛しているのである。
しかし、何か地上的なものに心・精
神（νοῡϛ）を囚われている人は迷い
なく祈ることがない。それゆえ、地
上的なものに精神を縛られている
人は神を愛していないのである

(2)精神は、感覚的なもの
に思いを奪われていると、
確かに欲望や悲哀や怒りや
悪意といった情念をそれら
に対して抱いてしまう。そう
した事物を蔑することがな
ければ、精神はその情念か
ら解放され自由になること
がないのである

(3)もろもろの情念が精神を支配し
ているとき、情念は精神を質料的
なものに結びつけ、神から引き離し
て、質料的なものによって占領され
たものにしてしまう。他方、神の愛
が支配するとき、それは精神を束
縛から解放し、感覚的な事柄だけ
でなく、われわれの過ぎゆく生それ
自体をも蔑するよう導き諭すのであ
る

(4)掟の働き・実り（ἔργον）
とは、さまざまな事柄につい
ての思惟を純なるものにす
ることである。霊的読書や
観想の実りとは、精神を質
料や形象から浄められたも
のにすることである。こうし
たことからして、迷いなく祈
ることが結果として生じる

(5)実践的能動的な方法
（ἡ�πρκτικὴ�μέθοος）は、
もろもろの情念から精神を
完全に解放するに十分では
ない。すなわち、迷いなく祈
ることができるためには、さ
らにさまざまな霊的観想が
加わって精神を救いだすこ
とが必要なのである

前者は単に不節制
や憎しみから精神
を解放するのだが、
後者は怠慢や無知
から精神を救い出
す。そのようにして
精神はしかるべき
正しい仕方で祈るこ
とができるであろう

(6)純粋な祈りには二つの
最高の状態がある。その一
つは実際的なものに、他の
一つは観想的なものに関わ
る。前者は、神への畏れと
善き希望とによって魂に生
じる。後者は、神的な愛と
最高の浄化（κάθαρσις）
とによって生じる

ところで、実践的な祈り
の特徴は次の点に存す
る。すなわち精神をこの
世のあらゆる思いから
離して内に集中し、神
が現前する
（παρέστη）ほどに神と
共にあること、迷いなく
乱されることもなく祈り
を捧げることである

また、観想的な祈りの特徴と
は、祈りのまさに始まりにおい
て、精神が無限の神的光に
よって奪い去られ、自己自身を
も他のあらゆる存在者をも、
まったく感知することがないと
いうことである。そこにあっては
ただ、愛によってそうした輝き
を精神の内にもたらす神のみ
が現前しているのである

神の現前がもは
や比喩となって

いる

そのとき、精神
は確かに神的な
ロゴスに衝き動
かされて、神に
関する清く明晰
な印象
（ἐμφάσεις）を
受け取っている
のである

(7)自分の愛する対象に人
ははなはだしく執着し、そ
れを失ってしまうことのない
よう、妨げとなるものをすべ
て疎ましく思う。そして神を
愛する人は純粋な祈りに専
心し、その妨げとなるすべ
ての情念を自分から遠ざけ
るのである

(8)もろもろの情念の母たる自
己愛を放棄する人は、神の助
けによって怒りや苦しみや悪意
といった他の情念をたやすく捨
て去る。しかし、最初のもの、
自己愛に囚われている人は、た
といそれと意識していなくても、
その他の情念によって傷つけら
れている。ここに自己愛とは身
体に執着する情念である

(9)次のような
五つの理由か
ら、人間は称賛
のためにか非難
のためにか、互
いに愛着を抱
く。すなわち

第一に神のゆえ
にであって、徳
ある人がすべて
のものを愛し、
いまだ徳のない
人が徳ある人を
愛するというよう
な場合である

第二に自
然・本性の
ゆえにで
あって、親
が子を、ま
た子が親を
愛するよう
な場合であ
る

第三に虚栄
（κενοδοξί
α）のゆえに
であって、
称賛を受け
る人が称賛
する人を愛
する様な場
合である

第四に貪欲
（φιλαργυ
ρία）のゆえ
にであって、
人が利害か
ら富者を愛
するような
場合である

第五が快楽へ
の愛
（φιληδονία）
のゆえにであっ
て、胃袋や性に
関することに腐
心するような人
の場合である

そして、最初の
もの、神のゆえ
に愛することこ
そ讃えられるべ
きであり、第二
のものは中立的
である。しかし
それ以外のもの
は情念に属する

(10)あなたがある人を憎み、他の
人を愛することも憎むこともないな
らば、そして、ある人々をただほど
よく愛し、他の人々を熱烈に愛する
ならば、こうした愛の不等性
（ανισότης）からして、あなたは完
全な愛からはるか遠いと知るがよ
い。実に、完全な愛とは、すべての
人を等しく愛するというところに存
する

(11)「悪から遠ざかり、善をな
せ」。すなわち、情念を減少さ
せるために敵と闘い、それらが
増大しないように節制せよ。ま
たさらに、徳を獲得するために
闘い、しかる後にそれらを守る
ために節制せよ。このことはま
さに、「働くことと見守ること」と
いう言葉の意味するところであ
ろう

(12)神の許し
（συγχώρησις）を得てわ
れわれを試みる者は、魂の
欲望的部分を駆り立てる
か、気概的部分をかき乱す
か、知性的部分を暗くする
か、身体を苦しみで満たす
か、身体的なものを奪う
か、いずれかの方法を採る
のである

(13)悪霊（δαίμονες）は、
われわれを彼ら自身を通し
て試みたり、主を畏れぬ
人々をわれわれに敵対させ
たりする。悪霊自身による
のは、荒野で主を試みたご
とく、われわれが人々から
離れて孤独に過ごしている
ときである。

人々を通してとは、主をファ
リサイ人を通して試みたご
とく、われわれが人々に交
わっているときである。しか
しわれわれは、われわれの
範型たる存在を仰ぎ見るこ
とによって、どのような仕方
で悪霊が来ようとも彼らを
撃退しうるであろう

(14)精神が神への
愛に進歩し始めると
き、不敬の悪霊が
精神を試み始め
て、人間ではなく人
間の父たる悪魔だ
けが見出すような
想念を精神に吹き
込む

悪霊がこうしたことをな
すのは、神の友なる者
への妬みからなので
あって、それは、そのよ
うな想念のゆえに絶望
して、精神がその習性
となった祈りによっても
はやあえて神に近づこ
うとしないためなのであ
る

しかし、呪われた者
は、右のように企ん
でも、自分の目的に
適うことをなんら引
き出すことができ
ず、かえってわれわ
れをいっそう堅固に
するばかりである

なぜなら、この闘いにおい
て攻撃したり防禦したりす
る経験を通して、われわれ
は神への愛に、いっそう確
固とした、また真摯な者に
なるからである。まさに「悪
しき者の剣は自分の胸を刺
し、その弓は折られるので
ある」（詩37:15)

(15)見えるものに関わると
き、精神は、それらのものを
本性的に、感覚を通して知
る。それゆえ、悪いのは精
神ではなく、自然・本性的
に知ることでもなく、事物で
も感覚でもない。なぜなら、
それらはすべて神の創った
ものだからである。

では、悪とは何なの
か。それは明らか
に、本性的な思惟
のこうむる情念
（πάθος）である。
つまりそうした情念
は、精神が醒めて
透明であれば思惟
を用いることのうち
に生じえないものな
のである

(16)情念とは自然・本性に
反する「精神の動き」
（κίνησις）であて、それ
は、非理性的な愛、何かに
ついての、あるいは何か感
覚的な事柄ゆえの分別の
ない憎しみといったさまざま
な仕方で現れる。たとえば
食物、女性、冨、過ぎ行く
栄光

あるいは何か他の感覚
的な事柄、ないしそれ
を介して他のものに対
する非理性的な愛にお
いて、また他方、右に述
べたようなもの、ないし
それを介しての他のも
のに対する分別なき憎
しみにおいて

(17)ところで、悪とはも
ろもろの思惟を誤った
仕方で使用することで
あるが、その結果として
事物の誤用が生じてく
るたとえば女性に関し
ては、交わりの正しい使
用は子供を儲けるとい
うことに向けられている

だが、快楽の方に目を
向ける人は、善でない
ものを善だと判断する
ことによって、交わりの
使用ということについて
誤って判断しているの
である。それゆえ、こう
した人は女性との交わ
りにおいて誤っていると
言わざるをえない

(18)悪霊があなたの精神を節制
（）から遠ざけ、姦淫の思いであな
たを取り囲むときには、主に対して
次のように涙ととものい語るがよ
い。「彼らは私を打ち捨てて、いま
や私を取り囲んでいる。わが喜び
なる主よ、私を包囲する者から私
を解放せいめ給え」(詩17:11)。そ
うすれば、あなたは救われるであろ
う。

(19)姦淫の悪霊は
恐ろしいものであっ
て、情念に抗して
闘っている人に激し
く襲いかかる。それ
は、生活の緩みや
女性との関わりの
際にとりわけ怒るこ
とである

すなわち、悪霊
は、快楽の甘美
さに乗じて、気
づかれることも
なく人間の精神
に忍び込み、静
けさの内にある
精神を、その記
憶の中から襲う
のである

その際、悪霊は人間の身体を
燃え立たせ、精神に雑多な形
象を示して、罪に同意するよう
挑発するのである。もしあなた
が、そうした悪しき形象が自分
の内にとどまることを欲しない
のであれば、たえざる祈りとと
もに断食を試み、労苦と徹夜の
祈り、そして麗しい静寂
（ἡσυχία）に身を委ねるがよい

(20)われわれの魂を常に狙っている
者たちは、情念に満ちた思いを介して
機を窺っている。それは思いや行いに
おける罪に魂を引き込まんがためであ
る。彼らは，精神がそうした誘いを受け
容れないのを見ると、恥を覚え、混乱し
てしまう。さらにまた、精神が霊的観想
に専心しているのを見ると、彼らはただ
ちに撃退され、はなはだしく辱められる
のである

(21)聖なる闘いに心を砕き、情念
に満ちた思いを自分から追い払う
人は、いわば助祭の特徴を有して
いる。また存在者の知（γνῶσις）
で精神を照らし、虚偽の知を抹消
する人は、司祭の特徴を有してい
る。そして、拝すべきものと聖なる
三位一体との知の、聖なる香りに
よって精神を完全なものにする人
は、司教の特徴を有している

(22)もろもろの悪霊が弱められる
のは、われわれの内なる情念が掟
を通して減少せしめられるときであ
る。だが、魂の不受動心・離脱
（ἀπάθεια）を通して諸情念が完
全に消滅せしめられるとき、悪霊も
滅ぶのである。というのも、そのと
きには悪霊が入り込んで魂に闘い
を挑むべき素地が何ら見出されな
いからである

(23)ある人々は人間的な
恐れによってもろもろの情
念を抑える。他の人々は虚
栄（κενοδοξία）によって、
あるいは自制心
（ἐγκράτεια）によってそ
のようになす。しかしさら
に、他の人々は神的な判断
によって情念から解放され
るのである

(24)主のすべての言葉は次の四つのもの
を含んでいる。それはすなわち、掟、教え、
戒め、約束である。それらのものによって
われわれは、断食、徹夜の祈り
（ἀγρυπνία）、地上での眠り
（χαμευνία）、奉仕における労苦と煩い、
侮辱、不名誉、拷問、死といったすべての
苦しみを耐え忍ぶのである。聖書も言う、
「あなたの唇の言葉のゆえに、私は険しい
道を守った」（詩17:4)

(25)自制の報
酬は不受動心
である。信仰の
報酬は知
（γνῶσις）であ
る。そして、不
受動心は分別・
洞察を生み、知
は神への愛を生
むのである

(26)実践的な生を正しく送る精神
は、思慮において進歩する。まt,観
想t器な生を正しく送るときは、知
において進歩する。前者には、闘い
の道を行く者が徳（ἀρετή）と悪徳
（κακία）とを正しく識別するよう導
くということが属し、後者には、非物
体的なものと物体的なものとに関
する本質に与りゆかせるということ
が属する

そしてついには、すでに述べら
れた事柄を超えていくとき精神
は神学的恩恵（χάρις）を受け
るにふさわしいものと認められ
るのである。すなわちそのとき
精神は神の内に誕生し、聖霊
を通して、人間的精神に可能
な限りで神に関する言葉・ロゴ
スに思いを潜めることになろう

(27)神学に関わろうとする
とき、神自身の本質を探索
しようとしてはならない。な
ぜなら、人間的な精神も他
の被造物の精神も端的に
神そのものの本質を見出す
ことはできないからである。
むしろただ可能な限りで、
神についてのさあざまな事
柄を考察しうるにすぎない

それはすなわち、神の永遠
性、無限性、無限界性、善
性、知恵、存在者を造り主
宰し裁く力といった事柄で
ある。なぜなら、ほんの限ら
れた仕方においてであると
しても、右のような事柄の
意味を見出す人は、確かに
偉大な神学者なのである

(28)知を徳の実践
に結びつける人は
力ある者である。な
ぜなら、実践によっ
て人は情欲を弱め
怒りを和らげるが、
知によって精神に翼
を与え、神に向かっ
て旅立っていくから
である

(29)主が「私と父とは同一
である」（ヨハ10:30)と語る
ときには、実体の同一性
（τὸ�ταὐτὸν�τῆς�
ουὐσίας）が意味されてい
る。他方、「私は父の内に、
また父は私の内にある」（ヨ
ハ10:38)と語るときには、
位格の不可分性が示され
ている

それゆえ、いわゆる三神論
者は、父から子を分離する
ことによっていずれを向い
ても崖っぷちに立っている。
なぜなら、一方では、彼ら
は子が父とともに永遠的で
あるとするが、父から子を
引き離すことによって必然
的に次のような帰結に陥る
ことになるからである

たとえば６世紀のヨアンネ
ス・フィロポノス

（490-567）が念頭にあ
る。彼らの説は一般的に言
えば、アリストテレスの哲
学とキリストの内には神的
意志のい存するとする単意
説との結合に存し、ヒュポ
スタシスと自然・本性の同
一を主張するものであった

（訳注）

すなわち、子は父から生まれたの
ではなく、三つの神と三つの根拠・
始原が存するというわけである。さ
もなければ他方、彼らは子が父か
ら生まれたとしつつ、両者の分離・
独立を主張することによって結局、
子は父と共永遠的ではなく、時間
の主でありながら時間に従属して
いるなどと言わざるをえなくなるの
である

それゆえ確かに、一
なる神ということを
保持しつつ、偉大な
グレゴリオスの言う
ごとく、三つのヒュ
ポスタシスが存し、
それぞれが固有性
を有していると告白
しなければならない

すなわち「神学者」グレゴリ
オスによれば、おのおのは
「分けられている」
（διαρεῖται）が「不可分な
仕方において」
（ἀδιαιέτς）であり、「一に
結びつけられている
（συνάπτεται）が「区別あ
る仕方において」
（δῃρημένως）である

したがって、この区別と一
性（ἕνωσι）とはまさに逆説
（παραδόξος）だと言うよ
りほかはない。つまり、ある
人が他の人と一でありかつ
区別されいるかのように、
子が父と一でありかつ区別
されていて、それ以上では
ないとするならあ、そのこと
はなんたる逆説であろうか

(30)愛において完全で、不受動心
の頂に達している人は、自分に属
するものと他の人に属するもの、信
と不審、奴隷と自由人、男性と女
性などの異なりを設けない。そうし
た人はむしろもろもろの情念という
暴君の上に昇って、人間の一なる
自然・本性を注視しつつ、すべての
人を等しく見つめ、すべての人に等
しく身を置くのである

なぜなら、その人に
あってはギリシア人
とユダヤ人、男性と
女性、奴隷と自由
人といった区別はな
く、キリストがすべ
てにおいてすべてと
なっているからであ
る（コロ3:1)

(31)魂に生じた情念から、もろもろ
の悪霊はわれわれの内に情念に満
ちた思いをかき立てるきっかけを得
る。すなわち悪霊はそうした思いを
通して精神に闘いをしかけ、罪への
同意にまで無理にでも連れゆこうと
するのだ。それが達成されると、彼
らは捕虜たる精神をついには実際
の行為にまで駆り立てることになる

かくして想念を通して人間の魂を
荒廃させた者は、それとともに退い
て、精神の内にはただ罪の偶像
（τὸ　εἴδωλον　τῆς　
ἁμαρτίας）のみが残るのである。
これについて主は次のように言う、
「憎むべき破壊者が聖なる場所に
立つのを見たときには、読む者は
悟れ」（マタ24:15)と

人間の精神は聖なる場所であり、神の
宮（ναὸς�Θεοῦ）である。が、悪霊とい
うものは、情念に満ちた思いを通して
精神を荒廃させ、精神の内に罪の偶像
を据えるのだ。こうしたことが現に歴史
的にも生じていることについては思うに
ヨセフスの著作と呼んだ者なら誰も疑
わないであろう。もっとも、ある人々は、
そうした出来事は反キリストの来たると
きにも生起するであろうと言うのだが

ヨセフス（37-95）はユ
ダヤ人の歴史家（訳注）

(32)善きものへと
われわれを動かす
三つのものがある。
すなわち自然的な
素質・傾向性
（σπέρματα）、聖
なるもろもろの力、
そして善き択び
（προαίρεσις）の
三つである

自然的傾向性というの
は、たとえば、われわれ
が他の人々からしてほ
しいと思うことを同じく
その人々になすという場
合、あるいは誰かが苦
しみと困惑のうちにある
のを見て自然に憐れむ
ような場合である

他方、聖なる力とい
うのは、たとえば、
われわれが善き行
為に衝き動かされる
とき、それらの善き
助け・共働
（συνεργία）を見
出し、成功するとい
う場合である

そして善き
択びという
のは、たと
えば、われ
われが悪か
ら善を識別
し、善を択
ぶという場
合である

(33)悪しきものへ
とわれわれを動か
す三つのもおがあ
る。すなわち、情
念、悪霊、そして悪
しき択びの三つであ
る。

情念というのはわれわれが理性に
反してものごとを欲求する場合で
ある。たとえば食物をしかるべきと
き以外に、また必要もなくみやみに
欲したり、子供を儲けること以外の
目的でか、あるいは掟に外れた仕
方で女性を欲したりするように。あ
るいはまた、われわれを軽んじたり
害したりする人に対して節度なく
怒ったり苦しんだりするような

悪霊というのは、たとえ
ば、それらがわれわれ
の不注意に乗じて突然
大いに激しくわれわれ
に襲いかかるような場
合である。つまりその
際、悪霊はすでに述べ
たような、そしてまた同
様の情念を衝き動かす
のだ

そして悪しき択
びというのは、
たとえば、われ
われが善なるも
のをそれとして
知っていながら
悪を択ぶという
場合である

(34)徳の労苦に対する
報酬は不受動心と知
（γνῶσις）である。そ
れらは天の王国におい
てわれわれの友となる
が、それはちょうど、も
ろもろの情念や無知が
永遠の罰の友となるの
と同様である

それゆえ、右のような報酬を善
それ自体（αὐτὸ τὸ καλόν）
のためにではなくて、人間的栄
光のために追求する人は、聖
書が次のように言うのを聞くこ
とになろう。「あなたは願い求め
ても、受け取ることがない。な
ぜなら、あなたは悪しき仕方で
求めているからである」（ヤコ
4:3）

(35)人によってなされることの
うちで、本性的には善であって
も原因によっては善でないもの
がたくさんある。たとえば断食、
徹夜の行、祈り、詩編の牢獄、
施し、旅人のもてなしなどは確
かに善き行為である。が、虚栄
のゆえになされるなら、それは
もはや善ではない

(36)神は、われわ
れのなすああらゆる
行為の意図・目的
(σκοπός)を探索
する。つまり、われ
われがそれらを神
のためになすか、他
の理由のためにな
すかということを

(37)「あなたは自分の行為に従って、それぞ
れの報いを得るであろう」（詩62:13）と聖書が
語るのを聞くとき、次のことを知るがよい。すな
わち、神が人間の善き行為に対して報いを与
えるのは、見かけは善いが実は正しい意図を
欠くような行為に対してではなく、明らかに正
しい意図でもってなされた行為に対してであ
る。なぜなら、神の裁きは単になされたことを
見るだけではなくて、なされたことの隠れた意
図を見るからである

(38)傲慢の悪霊は二重の
邪悪さ（πονηρία）を有す
る。すなわち、悪霊は、修道
者を唆して、彼自身の正し
い行為が神にではなく自分
に帰すると思わせる。が、
実は神こそが善きものの与
え主であり、正しい行為へ
と導く助け手なのだ

また悪霊は、こうした唆しに
失敗すると、今度は修道者
が自分よりも不完全な域に
ある兄弟を見下すようにさ
せる。だが、そのように振る
舞う人は、自分が神の助け
を否定することに引き込ま
れているということを知らな
いのである

なぜなら、もし彼が
他の兄弟たちのこと
を正しい行為をなし
得ない者として見
下すならば、明らか
に自分自身は固有
の力で正しい行為
をなしえた者とみな
していることになる
からである

だが、それは不
可能なのであ
る。主が「私を
離れては、あな
たたちは何もし
えない」（ヨハ
15:5）と語る通
りである

というのは、われわ
れの弱さは、ととい
善き業hと動かされ
ても、あらゆる善き
ものの与え主なしに
は、その善き業を
まっとうすることが
できないからである

(39)人間的本性の弱さを
知るに至ったひとは神的な
力を経験したのである。そ
うした人は、神的な力に
よって正しい行為をなした
り、正しい行為をなそうと熱
心に努めけっして他の人を
見下したりしない

なぜなら彼は、神が彼
を助けて多くの情念と
苦難から解放してくれ
たように、神が意志する
ならば、神はすべての
人々を、特に神を求め
て苦闘する人々を助け
ることができるというこ
とを知っているからであ
る

つまり、たとい神がなんらか
の配慮からして、すべての
人を一度にもろもろの情念
から救い出すことがなく、し
かるべきときに、善にして人
間への愛に満ちた癒し手と
して、熱心に努力する人々
のうちのそれぞれの人を癒
すのだとしても

(40)もろもろの情
念の働きがやむと
き、傲慢
（ὑπερηφανία）が
生じてくる。それ
は、情念の原因が
取り除かれるか、も
ろもろの悪霊が狡
猾にも退去すること
によるのである

(41)ほとんどすべての
罪は快楽のために生じ
る。そして快楽の克服
は意図的なものか否か
は別として、苦業や悲し
みによって、あるいは悔
悛（μετανοία）や摂理
によって惹き起こされた
神的な試練によって達
成される

苦行(新カト)ではない

なぜなら、「もしわれわれが
自分自身を裁くなら、われ
われは裁かれることがな
い。だが他方、主によって
裁かれるときには、われわ
れはこの世とともに断罪さ
れぬよう、主によって懲らし
められているのである」（一
コリ11:31）

(42)予期せぬ仕方
であなたに試練が
降りかかったとき、
それが由来する元
となった人を責める
のではなく、真の原
因を探らなければ
ならない。そうすれ
ば、正しい癒しの道
を見出すであろう

というのも、試
練が誰を通して
生じるにせよ、
あなたは神の裁
きの苦い汁を完
全に飲み干さな
ければならない
のである

(43)もしあなた
が悪への傾きを
もっているなら、
苦業を拒んでは
ならない。それ
は、あなたが苦
業によって謙遜
となり、傲慢さを
追い払わんがた
めである

(44)ある種の誘惑は
人々に快楽を、他は苦
しみを、あるいは身体的
痛みをもたらす。なぜな
ら、もろもろの情念の、
魂の内に存する原因に
応じて、魂の癒し手は
自らの判断による治療
を施すからである

(45)試練が到来する
のは、過去の罪、そして
現在生じている罪を除
去するためであり、ある
いはまた将来生じる罪
を未然に防ぐためであ
る。ただし、ヨブに加え
られたような試練のた
めの出来事はこの限り
ではないが

(46)神的な裁きの含
む治療について熟考す
る思慮深い人は、神の
裁きによって自分に降り
かかった苦難を感謝し
つつ耐え忍び、けっして
自分自身の罪以外の
他の原因があるとは考
えない

だが他方、思慮なき人
は、神の摂理・予知（）
の測り知れぬ知恵に無
知であって、自分が罪
を犯して懲らしめられた
とき、己のこうむった悪
の原因として神や他の
人々のことを考えてしま
うのである

(47)情念が動
き出すのを制止
したり、増大す
るのを許さない
ようなものがあ
る。また、情念
を減少させたり
消滅させてしま
うものもある

たとえば断食、苦業、徹夜の行は、
欲望が増大するのを許さない。ま
た隠遁、観想、祈り、神への愛は、
欲望を減少させ消滅させる。このこ
とは怒りに関しても同様である。た
とえば忍耐、侮辱を忘却すること、
柔和さは、怒りを抑え、それが増大
するのを許さない。そして愛、施
し、親切、寛大さは、怒りを消滅さ
せるのである

(48)精神が常に神
と共にあるような人
にとって、欲望はそ
の限度を超えて神
的な欲求にまで成
長し、すべての気概
的なものは神的な
愛へと変容せしめら
れる

なぜなら、神的
な照明にたえず
関与することに
よって精神は全
体として光ある
ものとなり、情
念をこうむる部
分を自らに集約
させるからであ
る

かくして精神
は、既述のごと
く、絶えざる神
的な欲求、終わ
ることのない愛
へと向かい、地
上的なものから
神的なものへと
完全に変容して
いくのである

(49)まったく妬むことをせ
ず、怒らず、自分に苦しみ
を与えた人に対して悪意を
もたない人も、いまだ相手
の人に対して真実に愛を有
してはいない。なぜなら、い
まだ愛していない場合で
も、掟のゆえに悪に対して
悪を報いたりしないというこ
とがありうるからである

その場合、彼は悪に対
して自らの意志で善を
報いるというところでは
まったく至っていない。
つまり、自分を憎む人々
に対して、自由にもとづ
いて善をなすということ
こそが完全な霊的愛の
しるしなのである

(50)ある人を愛し
ていない人が、かな
らずしもその人を憎
んでいるわけではな
い。また、ある人を
憎んでいない人が、
かならずしもその人
を愛しているわけで
はない

むしろ彼は、その人を愛しても
憎んでもいないという、何か中
間の場所にあると言えよう。な
ぜなら、本章の第九断章で言
及したごとく、五つの道のみが
愛の状態を生み出すからであ
る。すなわち、一つは讃えられ
るべき道、他の一つは中間の
道、その他はすべて非難される
べき道である

(51)自分の精神が物質的
な快楽で占められ、それら
の想念に執着しているのを
見るとき、あなたは自分が
神よりもそれらのものを愛し
ているのだと知るがよい。
すなわち、「あなたの宝の
あるところに、あなたの心も
あるだろう」(マタ6:21)と、
主の言われる通りである

(52)精神は、
自らが神に結び
つき祈りと愛と
によって神と共
にとどまるとき、
知恵ある者、善
なる者、力ある
者、寛大な者、
慈悲深い者、忍
耐ある者となる

一口で言えば、精神は自ら
の内にはほとんどすべての
神的な特質を孕むのであ
る。だが精神が神からは慣
れて物質的なものに執着す
るならば、精神は家畜のよ
うに快楽を求めるもとなる
か、野獣のように快楽のた
めに人々と争うものとなる

(53)聖書は物質的な事柄を「世」
と呼んでいる。そうしたものによっ
て精神を占拠される人は、この世
的な人なのである。彼らに対して
は、より厳しく次のように語られてい
る。「この世とこの世にあるものとを
愛してはならない。肉の欲、目の
欲、生の傲りは神からのものではな
く、世から出るものだからである」
（一ヨハ2:15)

(54)修道者と
は、物質的な事
柄から精神を離
脱させ、自制と
愛と詩編の朗唱
と祈りとによって
神に寄りすが
り、身を捧げる
人のことである

(55)牛飼いとは、象徴
的に言えば実践的な人
のことである。倫理的行
為がいわば牛という意
味合いを有するからで
あるが、それゆえヤコブ
は、「あなたの召使いた
ちは牛飼いである」（創
46:34）と言っている

だが他方、羊飼いとは智者
（γνωστικός）のことであ
る。観想の山で精神によっ
て牧された思惟は、羊の意
味を有するからである。し
たがって、「すべての羊飼
いは、エジプト人たちーつま
り対立する諸力ーの忌み嫌
うものなのである」（創
46:34)

原文において「倫理的行為」がどのように
記述されているか不明であり（ラテン語に
いうPhilosophia moralis 道徳哲学と訳さ
れる（新カト）が、使われずethics (倫理
学）という近代の概念の単語が使われた
訳者の意図が不明であるという意味）、
また「牛飼い」と「ヤコブ」を結びつける
記述が見つけることができなかった（新
約・旧約聖書大事典、教文館）

(56)身体が感覚によってよってそ
の固有の欲望と快楽とへと動かさ
れるとき愚かな精神は感覚的な像
と衝動とに服従し、それに同意して
しまう。だが、徳のある精神は自ら
に打ち勝ち、情念による像や衝動
から身を制する。そしてむしろ、真
に愛智の道を行き、右のようなもろ
もろの動きをより善いものに変容さ
せようと努めるのである

(57)もろもろの徳のうち、あるもの
は身体的な徳であり、他のものは
魂の徳である。身体的な徳とは、た
とえば断食、徹夜の行、地上での
眠り、他者への奉仕、人に重荷を
負わせぬための、あるいは他者に
分ち与えるための手仕事などであ
る。また魂の徳とは、たとえば愛、
受苦、柔和、自制、祈りなどである

ところで、もし病気その他なんらか
の必然性や身体的条件から、われ
われが右のような身体的諸徳を実
行しえぬことになったとしても、理
由を知り給う神によって許される。
しかるに魂の徳を実行しないなら
ば、弁明の余地はまったくないであ
ろう。なぜなら、魂の徳を実行しな
いということには、なんらの必然的
理由も存しないからである

(58)神への愛は、それ
をもつ人があらゆる快
楽と労苦と悲嘆とを蔑
するよう導く。キリストの
ゆえに喜びをもってか
かる苦しみを受けたす
べての聖人たちが、あ
なたにこのことを証して
いる

(59)もろもろの悪の母たる自己愛
（φιλαυτία）から自分自身を守る
がよい。ここに自己愛とは、身体へ
の節度なき愛のことである。なぜな
ら、そこから確かに情念に満ちた三
つの主たる想念が、つまり大食、貪
欲、虚栄が生じてくるからである
が、それらの起源は身体のやむを
えぬ必要に存すると思われる

そして、この三つのものからあらゆ
る悪が現れてくるのだ。それゆえ既
述のごとく、十分な注意をもって自
己愛から断固として身を守り、かつ
それと闘わなければならない。自
己愛が除去されれば、それに由来
する他の悪しきものもいっしょに取
り去られるからである

(60)自己愛の情念は、修
道者に身体のことで不必要
に気を遣わせ、適量を超え
た食物を摂ることを許して
しまう。つまりそれは、見か
けだけの配慮と指導どに
よって人を徐々に押し流し、
ついには快楽への愛の淵へ
突き落としてしまうのである

自己愛の情
念はまた、
世俗の人に
対しては欲
望を満たす
ことへの準
備を自らな
すよう仕向
けるのだ

(61)祈りの最高度の状態
とは、次のことに存するとい
う。すなわち、精神が肉体
と世の外に出て、まったく非
質料的かつ非形象的な仕
方で祈りのうちにとどまると
いうことである。完全にこの
状態を守る人は、まさにた
えず祈るのである

(62)死んだ身体がこの世
のあらゆる事柄から離脱し
ている（χωρίξεται）よう
に、祈りの極みにあって死
んでいる精神は、この世の
あらゆる思惟から離脱して
いる。事実、もしそうした死
を死んでいないならば、精
神は神と共にあって神に生
きることができない

(63)修道
者よ、快楽
と虚栄とに
仕えなが
ら、なおも救
われうるな
どという思い
に欺かれて
はならない

(64)身体は具体的事物を通して
罪を犯すものなので、節制を保つ
ために身体的な徳を導き手として
必要とする。それと同様に、精神は
情念に満ちた思惟を通して罪を犯
すのであり、それゆえ、もろもろの
事物を純粋にかつ情念なき仕方で
眺めて、節度あるものとなるため
に、魂の諸徳を導き手として有する
のである

(65)昼に続い
て夜が来たり、
夏に続いて冬が
来るように、虚
栄と快楽には現
在ないし将来に
おいて苦痛と悲
嘆がともなうの
である

(66)罪を犯す
者は、自ら進ん
で困難を現に担
うか、意図せぬ
仕方でこうむる
か、いずれかの
ことなくしては
将来の神的裁
きを免れること
ができない

(67)われrわれが悪霊によ
る攻撃にさらされることを神
が許すのは、次の五つの理
由によるという

第一に、攻
撃を受けた
り反撃したり
する経験を
通して、わ
れわれは徳
と悪徳とを
区別するに
至る

第二に、そう
した闘いと
労苦との中
からわれわ
れは徳を獲
得し、それ
を確固とし
た揺るぎな
いものにす
るであろう

第三に、徳
のうちに前
進しつつ、
われわれは
傲ることな
く、かえって
謙虚である
ことを学ぶ
に至る

こうしたこと
はまた、第
四に、悪を
経験するこ
とによって、
それをまっ
たき憎しみ
によって憎
むためであ
る

そしてとりわけ、
第五に、われわ
れが情念から解
放された不受動
心に達し、自ら
の弱さと助け手
たる神の力とを
忘れることのな
いためである

(68)飢えたひとのこころ・精神
がパンを想像し、渇いた人の精
神が水を想像するように、大食
の人は種々の食物を、快楽を欲
するひとは女性の姿を想像す
る。また虚栄を求める人は人々
からの評判を、貪欲な人は利
益を、復讐心ある人は侮蔑する
者への復讐を、嫉妬深い人は
相手の不幸を想像するが

このことは他の情念
についても同様であ
る。なぜなら、情念
に囚われた精神
は、身体が醒めて
いるときも眠ってい
るときも、情念に満
ちた思惟を形成す
るからである

(69)欲望（ἐπιθυμα）が昂じると
き、精神はさまざまな快楽の対象
を夢想する。また怒りが強いとき
は、恐れをもたらす種々の事柄に目
をやる。不浄な悪霊はわれわれの
不注意を共働者（συνεργός）とし
て、情念を増大させ駆り立てる。他
方、聖なる天使たちは、徳の訓育
へとわれわれを動かしつつ、情念
を減少させるのである

(70)魂の欲望的部分
がしばしばかき立てら
れるとき、快楽を欲する
根強い習性（ἕξις）が
魂の内に植えつけられ
てしまう。また気概がし
きりに乱されるとき、そ
れは精神を臆病で弱々
しいものにする

それらが癒されるのは、
前者にあっては長い断
食の苦行、徹夜の行、
そして祈りによる。また
後者にあっては親切、
寛大、愛、そして施しに
よるのである

(71)悪霊が闘いを仕掛けるの
は、具体的な事柄を通してか、
またはそれらの内なる情念に
満ちた思惟を通してかである。
すなわち悪霊は、さまざまの事
柄に関わっている人々をそれら
の事柄を通して攻撃し、他方、
それらから離れている人々を思
惟を通して攻撃するのである

(72)思惟の上で罪
を犯すことは、実際
の行為の上で罪を
犯すことよりもたや
すいが、それだけに
また思惟を通して
の闘いは、具体的
な事柄を通しての
闘いよりも厳しいの
である

(73)具体的な事物は精神
の外にあるが、それらにつ
いての思惟のかたちは内に
形成される。そして、それら
を善く用いるか悪しく用いる
かは精神に委ねられてい
る。なぜなら、事物の誤っ
た使用は、それらについて
の思惟の誤った使用から生
じてくるからである

(74)精神は情
念に満ちた思惟
を、次の三つの
もの、すなわち
感覚、身体的状
態、記憶を通し
て形成する

感覚を通してと
いうのは、情念
の源たる事物が
感覚に印象を与
え、情念に満ち
た思惟へと精神
を動かすような
ときである

身体的条件を通してと
いうのは、不節制な生
き方や悪霊の働きやな
んらかの病気のため
に、身体の状態が情念
に満ちた思惟へと、ある
いは神的摂理に反する
方へと精神を連れ戻す
ようなときである

記憶を通してという
のは、かつて情念を
駆り立てた事物に
ついての思惟を記
憶が喚び起こし、情
念に満ちた思惟へ
と精神をまたしても
動かすようなときで
ある

(75)われわれが使
用するようにと神に
よって与えられた事
物のうち、あるもの
は魂の内に、あるも
のは身体の内に、ま
たあるものは身体に
関わるものとして見
出される

すなわち、魂の内に
はそのもろもろの能
力があり、身体の内
にはもろもろの感覚
器官と他のさまざま
な肢体とがある。ま
た身体に関わるも
のとしては、食物や
冨、所有などがある

そこで、これらのも
のやそれらに生起し
とおなってくるもの
を善く用いるか悪し
く用いるかということ
が、現にわれわれを
徳ある者か邪悪な
者かになすのであ
る

(76)ところで、さま
ざまな事物の内に
生起しともなってく
るもののうち、ある
ものは魂の内に、あ
るものは身体の内
に、またあるものは
身体に関係する事
物として存する

すなわち、
魂の内にあ
るものとは、
たとえば知
と無知、忘
却、愛、憎し
み、怒り、勇
気、悲しみ、
喜びなどで
ある

身体の内に
あるものと
は、たとえ
ば快楽と苦
痛、感覚と
その欠如、
健康と病
気、生と死
などである

さらにまた
身体に関係
するものと
は、たとえ
ば豊穣と不
毛、冨と貧
困、栄光と
恥辱などで
ある

これらのうち、あるものは善であ
りあるものは悪であると一般に
はみなされているが、いからる
ものもそれ自体としては悪なの
ではない。かえってむしろ、そ
れらの用い方に応じて、それら
はまさに悪なるものないし善な
るものとして見出されるのであ
る

(77)知とは本
性として善きも
のであり、健康
もまた同様であ
る。しかしそれ
らの反対のもの
もまた、多くの
人々にいっそう
益となった

(というのも、知は既述のご
とく、確かに本性的には善
なるものであるとはいえ、邪
悪な人々にあっては善きも
のとはならなかったからで
ある。健康も冨も喜びも同
様であって、彼らはそうした
ものを真に有益な仕方では
使用しなかったのだ

それゆえむしろ、反
対のもののほうが
彼らのためになる。
確かに病や貧しさと
いったものは、見か
けは悪いものと思わ
れようとも、それ自
体として悪いもので
はないのである

(78)思惟を誤った仕方
で用いてはならない。そ
れはつまり、事物を必
然的に誤用することが
ないためにである。なぜ
ならば、人はまず思惟
において罪を犯さなけ
れば、現に行為におい
て罪を犯すこともない
であろうから

(79)愚かさ、臆病、不節制、不
正といった主要な悪徳は、地上
的な人間の似像である。思慮、
勇気、節制、正義といった主要
な徳は、天上的な人間の似像
である。確かに、「われわれは
地上的なものの似像を担って
いるけれども、天上的なものの
似像をも身に帯びるようにしよ
う」（一コリ15:49）

(80)もしあなたが生命
に至る道を見出したい
と欲するのなら、その道
を尋ねよ。そうすれば、
「私は道であり、真理で
あり、生命である」（ヨハ
14:6）と語った方にお
いて、その道を見出す
であろう

しかし、熱心で労苦の
多い仕方でそれを尋ね
るがよい。生命への道
を見出すものは少なく
（マタ7:14）その少数
の人々のなかに入れな
ければ、あなたはそれ
以外の多くの人々のな
かに数えられることにな
るからである

(81)次の五つのこ
とを通して、魂は罪
から切り離される。
それはすなわち人
間への恐れ、神的
裁きへの恐れ、将
来の報い、神の愛、
そして最後に良心
の呵責である

(82)もしわれわれを悪へと
引き寄せる何か他の力が
存在しなかったならば、もろ
もろの実体・存在者の内に
はいかなる悪もなかったで
あろうと、ある人々は言う。
そうした力とは、精神の本
性的な働きに対する不注意
のことにほかならない

したがって、精神の本性的働きに
注意を怠らない人々は常に善きこと
をなし、いかなる悪をもなさない。
そこで、もしあなたがそのようにし
たいと欲するならば、不注意を退
け、悪を追放するがよい。悪とはま
さに、さまざまな思惟の誤った使用
なのであり、そこから事物の誤用も
結果してくるのである

(83)神的な言葉（ロゴス）に聴
従し、われわれの内なる非理
性的な部分を支配することこ
そ、われわれの内なる理性的
部分の本性にふさわしい。この
秩序をすべてのことにおいて守
るがよい。そうすれば、存在者
の内にいかなる悪もなく、悪へ
と引き寄せるものも見出されな
いであろう

(84)思惟（λοΥισμός）のうち、あ
るものは単純であり、あるものは複
合的である。単純な思惟は情念な
きもの、複合的な思惟は情念と思
惟像とから成るものであって、情念
に左右される。かくして複合的な思
惟が心の中での罪へと動かされ始
めたとき、そうした複合的な思惟に
単純な思惟が従うように見えるの
である

このことは、たとえば金銭の場合、如実に看て
取れる。すなわち、金についてのある情念的な
思惟が記憶に生じ、それを盗もうとする衝動を
思惟において覚え、心の中で罪を犯したとす
る。その際、金についての記憶に財布や金庫
やそれの置かれた部屋などの記憶がともな
う。金の記憶は、情念をともなうので複合的な
ものなのだ。しかし、財布や金庫などの記憶は
単純である。なぜなら、精神はそれらに対して
はなんらの情念ももっていないからである

以上のことは、虚栄や女性、その
他のことについてのあらゆる思惟に
ついても同様である。なぜなら、右
の説明の示すごとく、情念に満ちた
思惟にともなうすべての思惟は情
念的なものだからである。かくして
われわれは、情念的な思惟をよび
単純な思惟がいからるものかという
ことを知りうるのだ

(85)ある人々によれば、悪霊は眠っている
身体の隠れた部分に触れ、姦淫の情念を
惹き起こすという。惹き起こされた情念は
精神に働きかけて、記憶を通して女性の姿
を想起させる。また他の人々によれば、悪
霊は女性の姿を取って精神に現れ、身体
の部分に触れて欲望を惹き起こすが、その
ようにしてさまざまな想像が生ずるのだ。さ
らに別の人々によれば、近づいてくる悪霊
にあって優勢な情念が他の情念を動かし

かくして魂は、記憶を通してさまざまな形
象を想い起こし、悪しき思惟へと駆り立てら
れることになる。こうしたことは他の情念的
な像にあっても同様であって、その生起の
仕方は人によってさまざまに語られる。しか
し、魂の内に愛と自制心が現前しているな
らば、身体が醒めていても眠っていても、も
ろもろの悪霊は、既述のいかなる仕方にお
いてであれ、なんらかの情念を惹き起こす
ほど強くはないのである

(86)法（νόμος律法）のさまざまな
掟のうち、あるものについては身体
的かつ精神的・霊的に守り、他のあ
るものについては単に精神的に守
ることが必要である。たとえば「姦
淫してはならない、殺してはならな
い、盗んではならない」（出
20:13-15）といった掟について
は、人は身体的精神的に守らなけ
ればならない

また精神的に守るというのは三様
の仕方においてである。つまり割礼
を受けること、安息日を守ること、
酵母を入れないパンを苦菜を添え
て食べること（出12:6-8)などは、
ただ精神的・霊的な意味において
守るべきなのである

(87)修道者にあっては三つの主要
な倫理道徳的な状態がある。第一
に、行為において罪を犯さぬことで
ある。第二に、情念に満ちた思惟を
魂の内にとどまらせないことであ
る。そして第三に、いろいろな女性
やわれわれを攻撃してくる人々の
形象を、離脱した心で見ることであ
る

(88)貧しい人とは、自分の
すべての持ち物を否定し、
身体以外のいかなるものを
もこの地にあって所有しな
かった人のことである。ま
た、自分の身体への関わり
すら蔑して、神と敬虔な人
間に自らの志向を専念させ
る人も、貧しい人である

(89)所有している人々のう
ち、ある人々は情念なき仕
方で所有している。した
がって彼らは、財産を奪わ
れても喜びとともに耐えた
人のごとく（ヘブ10:34）、
所有物を失っても悲しむこ
とがない

他の人々は情念に満ちた仕方で所有し
ているので、福音書にあって悲しみつ
つ立ち去った富者のごとく（マタ
19:22）、ものを失いそうになると悲嘆
にくれた者となる。そして実際に失って
しまうと、死なんばかりに悲しむのであ
る。かくして、ものを失うことは、失った
人自身が不受動心においてあったか、
情念に囚われていたかという内的状態
を露わに示すのである

(90)悪霊は祈りの極みにある人々に闘いを仕
掛けるが、それは感覚的な事物についての単
純無垢な把握から人々を遠ざけるためである。
悪霊はまた、智者に対しては情念に満ちた思
惟が彼らの心にとどまるよう働きかける。そし
て現実において苦労している人々に対しては、
彼らが現に行為において罪を犯すよう誘うので
ある。かくして、そうした邪悪な霊は、あらゆる
方法ですべての人々に敵対し、人々を神から引
き離すべく努めているのである

(91)この生にあって神的な摂
理により敬神へと鍛えられ導か
れる人々は、三つの種類の試練
によって試される。それはすな
わち健康、美、多くの子宝、
冨、名声など、快い賜物を通し
て。子供や富や名声などを失う
といった悲しい出来事を通し
て。さらには病、拷問などの身
体的苦痛を通して

この最初の人々に対して、主は
次のように語っている。「もし人
が、そのすべての持ち物を否
定しなければ、私の弟子になる
ことはできない」（ルカ
14:33）。また第二、第三の
人々に対しては、「あなたの忍
耐のうちに、あなたたちの魂を
獲得せよ」（ルカ21:19)と語っ
ている

(92)以下の四つのものが身体
の状態を変化させ、さらには情
念に満ちた状態のものか不受
動なる状態のものかは別とし
て、さまざまな思惟を精神に生
じさせる。すなわち天使たち、
悪霊たち、もろもろの気（天
候）、生活の仕方の四種である

天使たちは、理性
の使用によって変
化をもたらす。また
悪霊は接触によっ
てであり、気は変動
によってであり、生
活の仕方は飲食の
質、その過度と欠
乏によってである。

さらには記憶、見ること、聴くこ
とから生じる変化もあるが、そ
れらの到来によって魂は悲しみ
や喜びをこうむるのである。そ
して、このように影響を受けた
魂は身体の状態を変える。が、
さらに、かくして変化させられr
た状態は精神にさまざまな思
惟・想念を供給する源となるの
である

(93)神から離れることは本来的に言って死で
ある。しかるに「罪とは死の刺にほかならない」
（一コリ15:56）。この点、罪を宿したとき、アダ
ムは生命の樹から、楽園から、そして同時に神
から追放されたのである。身体的な死も、その
ことから必然的に帰結した。「私は生命である」
（ヨハ14:6)と語る者こそ本来的に生命なので
ある。その方は、罪にによって死に至らしめられ
た者を、自ら死に赴くことによって再び生命へ
と導いたのである

(94)書かれた言葉が
記されるのは、自分自
身の記憶のためにか、
他の人々の益のために
か、その両方のために
か、他の人々を侮辱す
るためにか、明証のた
めにか、必要に迫られ
てかである

(95)実践
的な徳は、
「緑の野原」
であり、被
造物の知は
「憩いの水」
である（詩
23:2)

(96)人間的な生は「死の
陰」である。すなわち、もし
人が神と共にあり、神が彼
と共にあるならば、その人
は明らかに次のように語りう
る。「たとい私が死の陰の
ただ中を行くときにも、私は
災いを恐れない。あなたが
私と共にいて下さるからで
ある」

(97)清い精神は、さま
ざまな事物を正しく見
る。吟味された言葉は
見られたものを明らか
にする。鋭い耳はそれら
を受容する。しかし、こ
れら三つのものを欠い
ている人は語り手を侮
辱する

(98)聖なる三位一
体を、そしてその創
造の業と摂理とを
知り、自分の魂の感
覚的部分を情念な
き仕方で保持して
いる人こそ、神と共
にあるのである

(99)鞭は神の裁き
（κρίσις）を、杖は摂
理・予知（πρόνοια）を
表しているという。そこ
で、これらのものについ
ての知を受け取る人は
次のように言う。「あな
たの鞭とあなたの杖、
それが私を慰め力づけ
た」（詩23:4)

(100)精神がも
ろもろの情念を
脱ぎ捨て、存在
者の観想によっ
て照らされると
き、精神は神の
内に誕生し、か
つしかるべき仕
方で祈ることが
できる


